










【要約】主として、自主的に活動している子育てグループに対する行政の支援のあり方を

検討した。行政の支援の第一は集まって活動する場所を提供することであり、第二は行政

のもつ情報の提供と地域での講演会や勉強会の開催である。第三はアドバイザーや勉強会

のための講師の紹介。第四は地域の子育てグループを把握して、ネットワークを結成する

ことであり、第五はわずかな資金援助、第六は子育てグループ誕生のための仕掛けである。

ここで注意すべきは、決して、専門職主導型にならないように注意し、専門職は側面援助

に徹して脇役を演じ、当事者同士の自主的活動に任せるべきである。さらに、これら子育

てグループ支援のために、アドバイザーになるべき人材の育成が不可欠である。


